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ア
ル
ミ
導
体
ケ

ブ
ル

メ
ガ
ソ

ラ

に
納
入

古
河
電
工

　
古
河
電
気
工
業
は

日

高
機

能
型
ア
ル
ミ
導
体
Ｃ
Ｖ
ケ

ブ
ル

﹁
ら
く
ら
く
ア
ル
ミ
ケ

ブ
ル
﹂

が

阿
久
根
第
一
・
第
二
太
陽
光

発
電
所
建
設
工
事
︵
鹿
児
島
県
阿

久
根
市
︶
に
採
用
さ
れ

新
製
品

の
６
６
０
０

用
ケ

ブ
ル
を
初

め
て
納
入
し
た
と
発
表
し
た

メ

ガ
ソ

ラ

発
電
所
建
設
で
の
延

線
工
事
の
省
力
化
・
省
人
化
・
効

率
化
に
貢
献
し

約

％
の
省
力

化
を
実
現
し
た


　
同
製
品
は

同
社
と
古
河
電
工

産
業
電
線
が
開
発
・
製
造
し

Ｓ

Ｆ
Ｃ
Ｃ
︵
川
崎
市

黒
須
光
明
社

長
︶
が
販
売

ケ

ブ
ル
導
体
に

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
採
用
し

一
般

的
な
銅
導
体
ケ

ブ
ル
と
比
べ


｜

％
軽
量
で

扱
い
や
す
く
柔

ら
か
い
こ
と
か
ら

延
線
作
業
を

効
率
化
し
て
工
期
短
縮
に
つ
な
が

る


　
今
回
は

高
圧
キ


ビ
ク
ル

間
の
配
線
に

平
方

の
６
６
０

０

ア
ル
ミ

導
体
ケ

ブ

ル
４
４
７



集
電
箱


接
続
箱
間

の
配
線
に
１

０
０
平
方


の
６
０
０


ア
ル
ミ
導
体

ケ

ブ
ル
２

７
９
９


接
続
箱

Ｐ
Ｃ
Ｓ

︵
パ
ワ

コ
ン
デ

シ

ナ

︶

間
の
配
線
に
４
０
０
平
方

の
６

０
０

ア
ル
ミ
導
体
ケ

ブ
ル
２

０
９
８

を
納
入
し
た

ま
た


キ


ビ
ク
ル
内
で
の
端
末
処
理

に
屋
内
終
端
接
続
材
料
も
納
入
し

て
い
る


　
施
工
を
担

た
大
鹿
電
業
︵
鹿

児
島
市
︶
か
ら
は
﹁
６
０
０

と

６
６
０
０

の
ア
ル
ミ
導
体
ケ


ブ
ル
の
採
用
は

軽
量
化
に
よ
る

省
力
化
効
果
を
狙

た
も
の
で


実
際
に
約

％
の
削
減
効
果
が
あ


た

ま
た

作
業
員
の
疲
労
も

軽
減
し
た

６
６
０
０

ア
ル
ミ

導
体
ケ

ブ
ル
の
端
末
処
理
で
の

ブ
ラ

シ
ン
グ
工
程
も
慣
れ
れ
ば

問
題
は
な
い
﹂
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る

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